
数
々
の
ラ
ン
ド
マ

ク
で
実
績

埋め立て地の４割を施工　現地で高い評価

［１］

　
２
０
２
５
年
は
シ
ン
ガ
ポ

ル
が
独
立
し
て

年
と
な

る

世
界
的
な
金
融

商
業

観
光
の
中
心
地
と
し
て
高
度

な
イ
ン
フ
ラ
を
備
え

国
土
は
一
貫
し
て
埋
め
立
て
で
拡
大

し
て
き
た

そ
ん
な
同
国
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
の
が
五

洋
建
設
だ

独
立
前
年
の
１
９
６
４
年
に
初
進
出
し

こ
れ

ま
で
埋
め
立
て
地
の
約
４
割
を
同
社
が
施
工
し
て
き
た

土

木
・
建
築
に
限
ら
ず

数
多
く
の
ラ
ン
ド
マ

ク
を
手
掛
け

て
き
た
同
社
の
実
績
は
現
地
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る


シ
ン
ガ
ポ

ル
で
の
同
社
の
歩
み
と
現
在
施
工
し
て
い
る
現

場
を
取
材
し
た


年月６日に現地で
周年記念式典が行われた

五
洋
建
設
が
施
工
し
た
パ
シ
ル
パ

ン
ジ

ン
コ
ン
テ
ナ
タ

ミ
ナ
ル

︵
Ｂ
ｙ
　
Ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
ｙ
　

ｏ
ｆ
　
Ｐ
Ｓ
Ａ
　
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
︶

　
五
洋
建
設
の
シ
ン
ガ
ポ

ル

進
出
は
同
年
に
受
注
し
た
ジ


ロ
ン
造
船
所
建
設
工
事
が
始
ま

り


年
代
以
降
は

得
意
分

野
で
あ
る
埋
め
立
て
に
よ
る
シ

ン
ガ
ポ

ル
の
国
土
拡
張
に
大

き
く
貢
献
し


年
代
か
ら
は

建
築
分
野
に


年
代
後
半
か

ら
Ｍ
Ｒ
Ｔ
︵
都
市
高
速
鉄
道
︶

や
高
速
道
路
な
ど
の
陸
上
土
木

工
事
に
も
参
入
し
た


　
◆
◆

　
埋
め
立
て
工
事
で
は
﹁
ジ


ロ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
＆
チ

ア
ス

埋
立
工
事
﹂な
ど
を
手
掛
け
コ

ン
テ
ナ
タ

ミ
ナ
ル
や
鉄
道


下
水
道
と
い

た
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
深
く
携
わ


て
き
た

同
社
施
工
の
﹁
エ

ス
プ
ラ
ネ

ド
シ
ア
タ

﹂は


新
５
セ
ン
ト
硬
貨
の
デ
ザ
イ
ン

に
採
用
さ
れ
て
い
る


　
同
国
の
海
事
港
湾
庁
︵
Ｍ
Ｐ

Ａ
︶や
住
宅
開
発
庁︵
Ｈ
Ｄ
Ｂ
︶

運
輸
局
︵
Ｌ
Ｔ
Ａ
︶

保
健
省

︵
Ｍ
Ｏ
Ｈ
︶

公
益
事
業
庁

︵
Ｐ
Ｕ
Ｂ
︶
な
ど
公
共
機
関
の

発
注
工
事
が
ほ
と
ん
ど

建
築

分
野
も

Ｍ
Ｏ
Ｈ
か
ら
複
数
の

大
型
病
院
の
建
設
を
任
さ
れ
て

い
る
入
国
管
理
庁︵
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶

か
ら
は
入
国
管
理
局
が
入
る

﹁
Ｉ
Ｃ
Ａ
ビ
ル
﹂も
受
注
し
た


　
五
洋
建
設
の
清
水
琢
三
社
長

は
﹁
海
洋
土
木
・
埋
め
立
て
工

事
を
コ
ア
事
業
に
建
築
工
事


陸
上
土
木
工
事
へ
と
大
き
く
発

展
し
て
き
た

ス
エ
ズ
運
河
浚

渫
工
事
を
皮
切
り
に

シ
ン
ガ

ポ

ル
な
ど
各
地
で
数
々
の
記

念
す
べ
き
マ
イ
ル
ス
ト

ン
と

な
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
手
掛
け

て
き
た
﹂
と
自
負
す
る


　
◆
◆

　
２
０
１
５
年
４
月
に
国
際
部

門
の
本
社
機
能
を
シ
ン
ガ
ポ


ル
に
移
転

シ
ン
ガ
ポ

ル
本

社
を
国
際
ハ
ブ
と
し
て

事
業

の
さ
ら
な
る
現
地
化
・
グ
ロ


バ
ル
化
を
推
進
し
て
い
る

同

社
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て

同
国
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献

し
て
い
く
方
針
で

清
水
社
長

は
﹁
シ
ン
ガ
ポ

ル
に
は
長
年

の
経
験
と
実
績

そ
し
て
人
材

が
あ
る

技
術
的
に
難
し
い
プ

ロ
ジ

ク
ト
を
安
全
最
優
先
で

高
品
質
に
完
成
さ
せ
る
こ
と

で

当
社
の
実
力
が
評
価
さ
れ

る
と
確
信
し
て
い
る
﹂と
話
す


︵
次
回
か
ら
３
面
に
掲
載
︶

日刊建設工業新聞 2 0 2 5年 0 4月 0 4日 0 0 1面 0 1版 N o . 0 1
※日刊建設工業新聞社の許可を得て掲載しています
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最盛期迎える大型病院建築 設
計

保
守
管
理
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用

池田氏㊧と山野氏

　
五
洋
建
設
は
こ
れ
ま
で
シ
ン
ガ

ポ

ル
の
陸
上

海
上
で
多
岐
に

わ
た
る
土
木
・
建
築
工
事
を
担


て
き
た

現
在
も
多
く
の
工
事
が

進
行
中

最
盛
期
を
迎
え
て
い
る

の
が
建
築
工
事
の
﹁
Ｅ
Ｃ
Ｃ
＆
Ｎ

Ｄ
Ｃ
Ｓ
﹂

土
木
工
事
の
﹁
Ｎ
１

０
５
﹂
だ


　
Ｅ
Ｃ
Ｃ
＆
Ｎ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
は

エ
レ

ク
テ

ブ
ケ
ア
セ
ン
タ

︵
Ｅ
Ｃ

Ｃ
︶
と
ナ
シ

ナ
ル
デ
ン
タ
ル
セ

ン
タ

シ
ン
ガ
ポ

ル
︵
Ｎ
Ｄ
Ｃ

Ｓ
︶
で
構
成
す
る
大
型
病
院
建
築

工
事
︵
発
注
・
シ
ン
ガ
ポ

ル
保

健
省

Ｍ
Ｏ
Ｈ

︶

Ｅ
Ｃ
Ｃ
は

シ
ン
ガ
ポ

ル
総
合
病
院
で
行
わ

れ
て
い
る
手
術
や
治
療
の
う
ち


緊
急
性
の
低
い
手
術
や
治
療
を
行

う
施
設

Ｎ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
は
歯
科
治
療

室
だ
け
で
な
く

歯
科
医
の
教
育

を
行
う
た
め
の
施
設
や
先
進
の
歯

科
治
療
装
置
な
ど
を
研
究
す
る
施

設
と
な
る


　
約
２
万
平
方

の
敷
地
に

地

下
４
階
地
上

階
建
て
延
べ
約


万
平
方

規
模
の
病
院
を
建
設
す

る

最
高
高
さ
は
約
１
１
３



Ｒ
Ｃ
一
部
Ｓ
造
で
プ
レ
キ

ス
ト

︵
Ｐ
Ｃ
ａ
︶
柱
・
梁
・
床
版
や
鉄

骨
梁

デ

キ
ス
ラ
ブ
な
ど
の
複

合
構
造
と
な
る

病
院
本
体
工
事

の
ほ
か
に
周
辺
道
路
の
整
備
や


隣
接
す
る
既
存
病
院
に
接
続
す
る

連
絡
橋
新
設
も
工
事
内
容
に
含
ま

れ
る

受
注
金
額
は
約
８
０
６
億

円
︵
受
注
当
時
︶


　
２
０
２
２
年
８
月
１
日
に
着

工

現
在
は
地
上
躯
体
工
事
と
設

備
工
事

仕
上
げ
工
事
が
進
む


仮
設
開
口
を
大
き
く
設
け

地
下

躯
体
工
事
を
逆
打
ち
で
先
行
構
築

す
る
セ
ミ
ト

プ
ダ
ウ
ン
工
法
を

採
用
し

掘
削
と
搬
出
を
合
理
化

し
た

Ｄ
ｆ
Ｍ
Ａ
︵
製
造
組
立
容

易
性
設
計
︶
を
取
り
入
れ

天
井

上
の
設
備
︵
配
管

排
水

ラ


ク
︶
な
ど
を
現
場
付
近
の
工
場
で

ユ
ニ

ト
化
し
て
運
搬

現
場
で

は
据
え
付
け
と
接
続
だ
け
に
す
る

こ
と
で
効
率
化
を
図

て
い
る


　
病
院
建
設
に
当
た
り

病
室
の

モ

ク
ア

プ
を
作
る
な
ど
発
注

者
と
の
合
意
形
成
に
努
め
て
い

る

さ
ら
に
設
計
段
階
か
ら
Ｂ
Ｉ

Ｍ
を
活
用
し
建
設

保
守
管
理
ま

で
役
立
て
て
い
る

山
野
義
則
総

括
所
長
︵
国
際
部
門
国
際
建
築
本

部
副
本
部
長
︶
は
﹁
シ
ン
ガ
ポ


ル
で
は

延
べ
床
面
積
５
０
０
０

平
方

以
上
の
工
事
に
設
計
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り

一
般
的
に
使
用

さ
れ
て
い
る
﹂
と
日
本
と
の
違
い

を
話
す

池
田
和
成
工
事
所
長
は

﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
作
る
人
材
を

同
国
内
で
確
保
す
る
の
は
難
し
か


た
が

今
回
は
イ
ン
ド
系
の
会

社
に
外
注
し
た
﹂
と
説
明
す
る


　
同
工
事
に
は
現
在
約
１
１
０
人

が
従
事
し

７
割
が
シ
ン
ガ
ポ


ル
人
と
い
う

最
盛
期
は
２
５
０

０
人
以
上
が
従
事
す
る
見
込
み


池
田
工
事
所
長
は
﹁
設
備
機
器
の

現
場
取
り
付
け
施
工
が
行
わ
れ
る

と
進
捗
率
が
大
き
く
上
が
る
﹂
と

気
を
引
き
締
め
る


施工風景（現地
で年月５日
撮影）

日刊建設工業新聞 2 0 2 5年 0 4月 0 7日 0 0 3面 0 1版 N o . 0 2
※日刊建設工業新聞社の許可を得て掲載しています
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難
工
事
を
日
本
の
技
術
で
効
率
施
工

市街地地下に整備する大型トンネル

日本の技術で進
むボックスカル
バート施工

田島氏㊧と荒木氏（写真はいずれも
年月６日撮影）

　
シ
ン
ガ
ポ

ル
陸
上
交
通
庁

︵
Ｌ
Ｔ
Ａ
︶発
注
の﹁
Ｎ
１
０
５
﹂

は
大
型
道
路
ト
ン
ネ
ル
工
事

同

国
の
南
北
を
縦
断
す
る
全
長
約


・
５

の
ノ

ス
サ
ウ
ス
コ
リ
ド


︵
Ｎ
Ｓ
Ｃ
︶
高
速
道
路
の
Ｎ
１

０
５
工
区
に
当
た
る

２
０
１
８

年
８
月
１
日
に
着
工
し


月
末

で
約

％
の
進
捗
率
と
な

て
い

る

受
注
金
額
は
６
４
２
億
円

︵
受
注
当
時
︶


　
Ｎ
Ｓ
Ｃ
高
速
道
路
工
事
は
北
側

に
高
架
橋
を
架
け

南
側
に
市
街

地
の
一
般
道
路
の
下
に
ト
ン
ネ
ル

を
整
備
す
る

五
洋
建
設
が
担
当

す
る
Ｎ
１
０
５
工
区
は
南
側
の
地

下
高
速
道
路
︵
全
長
約
１

︶


片
側
４
車
線

上
下
２
連
の
ボ


ク
ス
カ
ル
バ

ト
構
造
で
地
下
高

速
道
路
を
造
る

地
上
部
は
病
院

や
学
校

シ


ピ
ン
グ
セ
ン
タ


な
ど
の
建
物
が
隣
接
し
て
い
る

交
通
量
の
多
い
繁
華
街
に
位
置
す

る

地
下
部
分
は
工
区
内
を
既
設

の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
︵
都
市
高
速
鉄
道
︶
が

横
断
し
て
お
り

高
速
道
路
と
交

差
す
る
箇
所
が
あ
る


　
既
存
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
上
下
に
挟
ん
で

施
工
す
る

高
速
道
路
と
Ｍ
Ｒ
Ｔ

の
最
小
離
隔
は
１
・
５

し
か
な

い

慎
重
な
施
工
が
必
要
に
な
る

た
め

日
本
の
特
許
技
術
で
あ
る

函
体
推
進
工
法
を
代
替
案
と
し
て

提
案
し
採
用
さ
れ
た


　
上
越
し
の
ト
ン
ネ
ル
部
で
採
用

さ
れ
る
Ｓ
Ｆ
Ｔ
工
法
︵
Ｓ
ｉ
ｍ
ｐ

ｌ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
　
Ｔ

ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ
工
法
︶
は
切
羽
掘
削

を
行
わ
ず

と
こ
ろ
て
ん
の
よ
う

に
ボ

ク
ス
カ
ル
バ

ト︵
函
体
︶

を
押
し
出
す
の
が
特
徴

ボ

ク

ス
カ
ル
バ

ト
外
周
部
に
設
置
し

た
箱
形
ル

フ
︵
矩
形
推
進
管


１
・
２

角
︶
を
地
盤
と
と
も
に

本
体
構
造
物
で
あ
る
ボ

ク
ス
カ

ル
バ

ト
で
水
平
に
押
し
出
し


置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り

地
下

構
造
物
を
非
開
削
で
構
築
す
る
施

工
法
で
あ
る


　
荒
木
俊
雄
総
括
所
長
︵
取
材
時

・
国
際
部
門
国
際
土
木
本
部
土
木

事
業
部
長
︶
は
﹁
供
用
中
の
地
下

鉄
の
上
下
を
横
断
す
る
の
が
最
大

の
特
徴
だ

技
術
的
に
難
度
の
高

い
工
事
﹂
と
話
す


　
同
工
事
の
入
札
は

価
格
よ
り

も
設
計
や
施
工
方
法
な
ど
技
術
面

に
高
い
評
価
を
与
え
る
選
考
方
法

が
採
用
さ
れ
た

五
洋
建
設
は


最
も
技
術
的
に
困
難
な
既
設
Ｍ
Ｒ

Ｔ
と
の
交
差
箇
所
で
日
本
の
技
術

を
用
い
た
施
工
方
法
を
提
案

こ

れ
ま
で
の
実
績
が
認
め
ら
れ

競

争
入
札
で
勝
ち
取

た


　
荒
木
総
括
所
長
は
﹁
注
目
度
の

高
い
工
事
だ

期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
業
務
を
遂
行
す
る

日

本
人
や
日
本
の
技
術
が
す
ご
い
こ

と
を
示
し
た
い
﹂と
力
を
込
め
る


入
社
７
年
目
の
田
島
涼
主
任
は
同

工
事
が
初
め
て
の
現
場

国
際
部

門
を
志
願
し

シ
ン
ガ
ポ

ル
勤

務
は
５
年
目
と
な
る

田
島
主
任

は
﹁
安
全
第
一
で
現
場
を
自
分
の

目
で
危
険
を
察
知
し
仕
事
を
全
う

し
た
い
﹂
と
意
気
込
む


日刊建設工業新聞 2 0 2 5年 0 4月 0 8日 0 0 3面 0 1版 N o . 0 2
※日刊建設工業新聞社の許可を得て掲載しています
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実績認められ受注した鉄道施設工事
悪
条
件
乗
り
越
え
さ
ら
な
る
信
頼
を

左
か
ら
キ
ム
事
務
長

内
田
総

括
所
長

星
直
樹
工
事
所
長

︵
写
真
は
い
ず
れ
も

年

月

５
日
撮
影
︶

建築や設備関係の
工事の最盛期には
人が働く

　
シ
ン
ガ
ポ

ル
と
マ
レ

シ
ア

の
国
境
鉄
道
施
設
工
事
﹁
Ｔ
２
３

２
﹂
︵
発
注
・
シ
ン
ガ
ポ

ル
陸

上
交
通
庁

Ｌ
Ｔ
Ａ

︶
は
建
築

・
土
木
の
複
合
工
事

両
国
を
結

ぶ
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
う
ち


五
洋
建
設
は
シ
ン
ガ
ポ

ル
側
の

新
駅
舎

鉄
道
軌
道
ト
ン
ネ
ル


税
関
・
出
入
国
管
理
・
検
疫
所
棟

の
建
設
工
事
な
ど
を
担
う

既
存

の
地
下
鉄
で
あ
る
ト
ム
ソ
ン
・
イ


ス
ト
コ

ス
ト
・
ラ
イ
ン
︵
Ｔ

Ｅ
Ｌ
︶
の
ウ

ド
ラ
ン
ド
・
ノ


ス
駅
︵
２
０
１
９
年
竣
工

五
洋

建
設
単
独
施
工
︶
に
隣
接
し
た
約



の
土
地
に
建
設
す
る

既
存

駅
舎
と
地
下
で
直
結
し

シ
ン
ガ

ポ

ル
中
心
部
へ
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
す
る


　
両
国
を
結
ぶ
道
路
は
１
日
に


万


万
人
が
行
き
交
い

慢
性

的
な
交
通
渋
滞
が
問
題
に
な

て

い
る

新
線
を
設
け
る
と




分
で
往
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
渋

滞
解
消
が
期
待
で
き
る

受
注
金

額
は
約
７
１
４
億
円
︵
受
注
当

時
︶

単
純
な
価
格
競
争
で
は
な

く

隣
接
駅
を
建
設
し
た
経
験
や

品
質
が
重
視
さ
れ

年

月

日

に
受
注
に
至

た


　
同
工
事
の
特
徴
は
土
砂
掘
削
の

量
が
約
１
３
５
万
立
方

に
上

り

さ
ら
に
現
場
に
は
固
い
岩
盤

層
が
あ
り

約

万
立
方

の
岩

盤
を
火
薬
で
発
破
し
取
り
除
く
こ

と
で
あ

た

現
場
周
辺
に
は
公

共
住
宅

学
校

地
下
鉄
の
駅
な

ど
が
存
在
し
て
お
り

そ
れ
ら
の

建
物
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に

発
破
の
際
は
振
動
を
で
き
る
だ
け

抑
え
る
た
め
に
火
薬
量
を
調
整
す

る
な
ど
細
心
な
作
業
を
強
い
ら
れ

た


　
場
所
打
ち
杭
で
は

硬
い
岩
盤

や
転
石
が
多
く
存
在
す
る
厳
し
い

条
件
下
で
１
５
０
０
本
を
超
え
る

杭
を
打
設
し
た


　
内
田
桂
司
総
括
所
長
︵
国
際
部

門
国
際
土
木
本
部
専
門
副
本
部

長
︶
は
﹁
一
つ
の
工
事
で
こ
れ
だ

け
の
掘
削
量
や
杭
の
数
量
は
な
か

な
か
な
い

非
常
に
苦
労
し
た
工

種
だ

た
﹂
と
振
り
返
る


　
同
工
事
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
発
生
後
に
発
注
さ
れ


同
工
事
に
従
事
す
る
作
業
員
が
外

部
で
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
こ
と
を

避
け
る
た
め

作
業
員
専
用
の
宿

舎
を
現
場
内
に
設
け
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
考
慮
し
な
が
ら

工
事
を
開
始
し
た


　

年

月
時
点
で
日
本
人
６

人

ロ

カ
ル
職
員
１
２
０
人
が

従
事
し
て
お
り

今
後

建
築
内

装
工
や
設
備
工
の
最
盛
期
に
は
約

２
０
０
０
人
が
働
く
と
い
う

内

田
総
括
所
長
は
﹁
シ
ン
ガ
ポ

ル

で
は
今
後
も
Ｌ
Ｔ
Ａ
発
注
の
地
下

鉄
工
事
な
ど
が
多
く
計
画
さ
れ
て

い
る

同
国
で
の
信
頼
を
さ
ら
に

高
め
続
け
た
い
﹂
と
話
す

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海
外
事
業
拡
大
は
現
地
と
の
連
携
重
要

難関工事成功の要因は「人材」

清水社長（年月
６日、シンガポール
周年記念式典で）

１
０
０
年
耐
用
の
耐
硫
酸
性
コ

ン
ク
リ

ト
で
ラ
イ
ニ
ン
グ

︵
大
深
度
下
水
道
ト
ン
ネ
ル
︶

　
大
型
病
院
建
築
工
事
﹁
Ｅ
Ｃ
Ｃ

＆
Ｎ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
﹂
や
大
型
道
路
ト
ン

ネ
ル
工
事﹁
Ｎ
１
０
５
﹂国
境
鉄

道
施
設
工
事﹁
Ｔ
２
３
２
﹂の
事
務

所
や
現
場
で
は
シ
ン
ガ
ポ

ル


韓
国
マ
レ

シ
ア
バ
ン
グ
ラ
デ

シ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
多
国
籍
の
豊
富
な
人
材
を
抱

え
て
お
り

よ
り
良
い
も
の
を
無

事
に
完
成
さ
せ
る
と
い
う
一
つ
の

目
標
に
向
け
汗
を
流
し
て
い
る


　
こ
れ
ま
で
の
施
工
実
績
や
技
術

が
評
価
さ
れ
数
多
く
の
難
関
工
事

を
受
注
し
て
き
た
五
洋
建
設

シ

ン
ガ
ポ

ル
で
事
業
を
成
功
し
た

要
因
の
一
つ
が
﹁
人
材
﹂
だ

現

在

同
社
の
従
業
員
約
７
０
０
人

の
う
ち

％
が
シ
ン
ガ
ポ

ル
人

と
Ｐ
Ｒ
︵
永
住
権
保
持
者
︶
で
構

成
す
る

同
国
で
の
工
事
は

主

要
ポ
ス
ト
を
シ
ン
ガ
ポ

ル
人
が

務
め
る
な
ど
組
織
の
現
地
化
が
重

要
と
な
る

さ
ら
な
る
発
展
の
た

め

現
地
の
設
備
会
社
や
建
設
会

社
と
も
提
携
し
て
い
る


　
２
０
２
０
年

機
械
・
電
気
の

設
備
分
野
の
能
力
強
化
を
目
的
に

﹁
Ｕ
Ｇ
　
Ｍ
＆
Ｅ
﹂を
全
額
出
資
で

子
会
社
化
し
た


年
に
は
シ
ン

ガ
ポ

ル
現
地
建
設
会
社
と
資
本

提
携
し
土
木
・
建
築
工
事
で
連

携

同
国
国
内
で
サ
プ
ラ
イ
チ



ン︵
供
給
網
︶を
構
築
す
る

こ
と
で
高
難
度
の
施
工
を
可

能
と
す
る
体
制
を
整
え
る


　
清
水
琢
三
社
長
は
﹁
シ
ン

ガ
ポ

ル
の
建
設
市
場
は
競

争
が
激
し
く
厳
し
い
市
場
環

境
だ

シ
ン
ガ
ポ

ル
で
の

事
業
運
営
で
現
地
の
協
力
業

者
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ

は
欠
か

せ
な
い
﹂
と
話
す

同
国
を

代
表
す
る
企
業
か
ら

大
型

デ

タ
セ
ン
タ

の
設
備
工

事
を
受
注

こ
う
し
た
実
績
と
経

験
が
日
本
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る

と
い
う


　
同
国
で
の
受
注
は
右
肩
上
が
り

で
推
移
し

﹁
こ
こ

年
は
海
外

事
業
も
拡
大
し
て
い
る
﹂
︵
清
水

社
長
︶

海
外
事
業
は
一
部
不
採

算
工
事
が
あ

た
た
め

一
時
的

に
赤
字
が
続
い
て
い
た
が
﹁
不
採

算
工
事
が
一
巡
し

次
に
つ
な
が

る
工
事
も
順
調
に
確
保
で
き
て
い

る
利
益
の
Ｖ
字
回
復
を
目
指
す
﹂

と
意
気
込
む

同
国
を
ベ

ス
に

香
港
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ

ム
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
活

動
す
る


　
同
社
の
海
外
事
業
は
シ
ン
ガ
ポ


ル
以
外
で
も
着
実
に
実
績
を
積

ん
で
い
る


年
は
ベ
ト
ナ
ム
進

出

周
年


年
に
は
香
港
進
出


周
年
と
な
る

ベ
ト
ナ
ム
で
は

現
地
法
人
を
新
た
に
設
立
し

日

系
の
建
築
案
件
に
積
極
的
に
取
り

組
む
方
針
だ

五
洋
建
設
の
海
外

で
の
歩
み
は
続
く

　
‖
お
わ
り

︵
編
集
部
・
野
中
駿
太
︶
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